
関⻄⼤学 リボーンチャレンジ
Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜

2023年3⽉8⽇，関⻄⼤学梅⽥キャンパス
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募集説明会



本⽇の流れ

2

１．リボーンチャレンジの概要（10分）
２．全体質問（5分）
３．募集要項と応募⽅法（10分）
４．全体質問（5分）
５．個別質問（30分）

※個別質問は対⾯参加者向けとなります。
オンライン参加者はメールでご質問ください。

expo@ml.kandai.jp



リボーンチャレンジとは︖
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2025年⼤阪・関⻄万博において、
⼤阪ヘルスケアパビリオン内に設けられる

展⽰・出展ゾーンで、
技術や製品などの展⽰を⽬指す

ベンチャー企業、中⼩企業、スタートアップの
⽀援事業企画



⼤阪ヘルスケアパビリオンと展⽰・出展ゾーン
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①ミライへのゲート

④ミライの
都市

⑥ミライの
大阪の食・文化

➁ミライのフード
ミライの
自分

③ミライのヘルスケア

1階平面図
２階平面図

アトリウム

関西広域連合
パビリオン

敷地面積
・約10,500㎡ 構造 階数 建築面積 延べ面積

本館棟 鉄骨造 ２階建 約5,000㎡ 約8,000㎡

ミライのエンター
テインメント棟 鉄骨造 平屋建 約500㎡ 約500㎡

バックヤード棟 鉄骨造 2階建 約650㎡ 約1,300㎡

催事
スペース

バックヤード棟

ミライの
エンター
テインメント棟

大阪ヘルスケアパビリオン 建築・展示の概要

①ミライへのゲート

建築の概要

建築計画
・有機的に重なり合う楕円の展示エリア
・ユニバーサルデザインに配慮したゆるやかな
スロープが生み出す、ひとつながりの回遊性

本
館
棟

①ミライへのゲート
（PHRポッド/リフトライド/ミライの自分） 1・2階 PHRポッドでパーソナルデータ（PHR）を取得、その後ライドで2階へ移動し、ミライの自分に出会う
➁ミライのフード 2階 パーソナルデータ（PHR）をもとに、ミライのヘルス

ケアフードを提供
③ミライのヘルスケア 2階 栄養・身体・心に関する様々なミライのヘルスケア

体験を提供
④ミライの都市 1階 生まれ変わった「ミライの自分」でミライの都市へ参

加
⑤展示・出展ゾーン
（中小企業・スタートアップ） 1階 優れた大阪の中小企業・スタートアップの技術・

サービスを展示

⑥ミライの大阪の食・文化 1階 大阪産（もん）の活用など、大阪の豊かな食文
化・新たな食文化を発信

ミライのエンターテインメント棟 360度映像やARグラスなど先端技術を用いたXR
シアターでミライのエンターテインメント体験を提供

展示の概要

リフトライドリフトライド
１階より

１階へ２階より

２階へ

キッチン
カー

PHRポッド

⑤展示・出展ゾーン
（中小企業・ スタートアップ）

1

※ゾーン名称や展示概要については、検討中のため変更することがあります。

RC交流会資料
2023年２月16日⼤阪ヘルスケアパビリオン

↑
万博のテーマ「いのち輝く
未来社会のデザイン」

展⽰期間は１週間
（×26週＝万博会期期間）

出典︓⼤阪産業局



リボーンチャレンジの実施主体
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関⻄⼤学の他にも 池⽥泉州銀⾏
⼤阪産業技術研究所
⼤阪産業局
⼤阪シティ信⽤⾦庫
⼤阪商⼯会議所
⼤阪商⼯信⽤⾦庫
⼤阪府経営合理化協会
⼤阪府中⼩企業団体中央会
関⻄イノベーションセンター
⻄⽇本プラスチック製品⼯業協会
三菱UFJ銀⾏
⼋尾市
りそな銀⾏

26週を分担



なぜ、関⻄⼤学が万博に取り組むのか︖
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堺キャンパス

OSAKA

千⾥⼭キャンパス

⾼槻キャンパス

⾼槻ミューズキャンパス

梅⽥キャンパス

3

法学部

⽂学部

経済学部 商学部

社会学部

政策創造学部

外国語学部

⼈間健康学部

総合情報学部

社会安全学部

システム理⼯学部

環境都市⼯学部

化学⽣命⼯学部 関⻄⼤学

関⻄法律学校として
⼤阪⻄区京町堀の
願宗寺で開設

1886（明治19）年

137年の歴史、49万⼈の校友（卒業⽣）、3万⼈以上の在学⽣

５キャンパス、すべて⼤阪

13学部
15研究科
9研究拠点
8併設校

⼤阪で⽣まれ
育まれてきた



なぜ、関⻄⼤学が万博に取り組むのか︖
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SDGs万博
多くの

パビリオンが
重視

経済活動や雇⽤、健康福祉、国際協⼒など
↓

ほぼ全ての⽬標に関係

SDGs カーボンニュートラル

2025年⼤阪・関⻄万博

2030年、ポストSDGs 2050年（2030年）

関⻄⼤学はSDGsやカーボンニュートラルを積極的に推進
＋

学⽣にとって⼀⽣に⼀度の機会



電⼒⾃由化が
CO２排出量に与える影響に関する研究

新熊 隆嘉 経済学部 教授

秋山 孝正
環境都市工学部 教授

⽇本交通学会理事 都市交通研究所企画委員
⽇本交通政策研究会プロジェクトリーダー
阪神⾼速道路交通技術委員会委員
⼤阪府北摂ブロック福祉有償運送運営協議会会⻑
伊丹市総合交通会議会⻑
都市計画審議会委員（茨⽊市・宝塚市・⾼⼭市）
岐⾩県交通事故防⽌対策委員会顧問 他

都市計画・交通計画の
分野から、カーボンニュ
ートラル社会の実現を⽬

指しています。このため、都市交通解析への⼈⼯知能（深層学習・ファ
ジィ理論・機械学習）の応⽤を⾏っています。深層学習を⽤いた都市⾼
速道路料⾦設定では、脱炭素社会での交通運⽤を検討しています。また
SDGs を踏まえたスマートシティとしての健康都市の創⽣、鉄道沿線の
健康まちづくりを考察します。さらに、都市交通の多様性を踏まえた
MaaS（交通統合）によるカーボンニュートラル社会の実現を
⽬指します。最近では、新型コロナウイルス感染症による⽣活
様式の変化に基づく、今後の都市交通のパラダイムシフト
について考察しています。

カーボンニュートラル社会を⽬指した
都市交通政策に関する研究

脱炭素社会における都
市交通では、道路交通の
脱炭素化と公共交通を中
⼼とした都市交通のあり

⽅を検討する必要があります。交通⼿段の多様化が加速する中で、それ
ぞれの交通⼿段の特徴を⽣かした組み合わせと統合により、過⼤な⾃動
⾞利⽤を回避するための脱炭素社会の展望を⽰すことが可能となります。
超⼩型モビリティの⾛⾏が周辺⾞両に与える影響分析、⾃転⾞・電動
キックボードの⾛⾏環境整備⽅法、道路交通シミュレーションモデル・
交通量配分モデルを⽤いた環境負荷削減量の推計⽅法の開発、
鉄道を⽣かした健康まちづくりの検討、交通安全対策⽴案の
ための無⼈航空機を⽤いた交通流解析に関する研究などを
⾏っています。

井ノ口 弘昭
環境都市工学部 准教授

吹⽥市環境影響評価審査会 委員
豊中市環境保全審査会 委員
守⼝市都市計画審議会 委員
湖南市都市計画審議会 委員
⼤阪府⼤規模⼩売店舗⽴地審議会 委員

脱炭素社会における
都市交通政策に関する研究

アルカリ活性材料を⽤いたコンクリートの
構造利⽤に関する研究

上田 尚史 環境都市工学部 准教授

ることで⾻格を形成します。物質こそ異なりますが、形成機構は同じで
す。前者では、⾻格形成に影響を及ぼす因⼦はかなり解明され、インプ
ラントの設計に活かされています。この再⽣医療の知⾒・技術をサンゴ
増殖に転⽤する研究を進めています。具体的には、サンゴ⽚から⼤量の
ポリプを単離し、基盤に定着させて増殖させる、新たなアプロ
ーチを開発しています。海洋⽣物の光合成や⾻格形成を利⽤し、
⼆酸化炭素の短期・⻑期固定に挑戦しています。

上田 正人
化学生命工学部 教授

ブルーカーボンを利⽤した
⼆酸化炭素の短期・⻑期固定

Hydroxyapatite

Calcium carbonate

Ca10(PO4)6(OH)2

CaCO3

Vertebrates Corals

脊椎動物の⾻では、⾻芽
細胞が産⽣したコラーゲン
にリン酸カルシウムが沈着
し、⾻格を形成します。⼀
⽅、サンゴでは、ポリプと
呼ばれる軟組織中の造⾻細
胞から分泌された有機基質
に炭酸カルシウムが沈着す

岡 照二
商学部 教授

カーボンニュートラル社会に資する
サステナビリティ会計⼿法の開発

境を保全するため、企業の経済活動が⾃然環境に与える影響について、
会計学の視点から総合的研究を⾏っています。特に、社会科学データ及
び⾃然科学データを⽤い、会計的業績評価尺度を中⼼とした社会科学的
⼿法を⽤いて測定・開⽰するフレームワークの構築に注⼒しています。
カーボンニュートラル達成には温室効果ガスの排出量を下げ、吸収量

を上げることが必要です。サステナビリティ会計から視れば、排出量の
削減は社会的費⽤の内部化、吸収量の強化は⾃然資本の評価
と⾔い換えることができ、サステナビリティ会計研究の今後
の発展は、カーボンニュートラル達成に貢献します。

専⾨は会計学。
研究分野はサステナ
ビリティ会計・コス
トマネジメント。

⼤気、⽔、森林、
⼟壌、海洋資源、
動植物を含む⽣物
多様性など⾃然環

現在、2050年カーボン
ニュートラルの実現に向
けて様々な取り組みがな
されています。その⾰新

的な技術の⼀つとしてCCU（Carbon dioxide Capture and Utilization：
⼆酸化炭素回収・利⽤）が挙げられます。当研究室では、⼆酸化炭素の
化学的有効利⽤に関する研究を⾏っています。具体的には、⼆酸化炭素
を酸化剤として利⽤する低級炭化⽔素の酸化的脱⽔素反応⽤触媒や⼆酸
化炭素とグリーン⽔素（製造する際に⼆酸化炭素を発⽣しない⽔素。例
えば、再⽣可能エネルギーで発電した電⼒を使った⽔の電気分
解や光触媒で太陽エネルギーを利⽤して⽔から製造する⽔素）
から低級炭化⽔素を製造するための触媒開発を⾏っています。

池永 直樹
環境都市工学部 教授

（⼀社）⽇本エネルギー学会理事、
（⼀社）近畿化学協会触媒・表⾯部会部会⻑

【知的所有権（代表）】
ブテンの脱⽔素に⽤いるフェライト系触媒
の製造⽅法

特許番号：第6195246号

⼆酸化炭素の⽔素化反応による
低級炭化⽔素製造⽤触媒の開発

再⽣可能エネルギー

⼆酸化炭素(CO2)

発電所など

⽔（H2O） 既存のインフラ活⽤

触媒を利⽤した
⼆酸化炭素の⽔素化反応
（メタン化やF-T合成）

グリーン⽔素
（H2）

石川 正司
化学生命工学部 教授

材料界⾯の積極的制御に
よる蓄電デバイス⾼性能化

の研究で、平成24年度⽂部科学⼤⾂表彰科学技術賞（研究部⾨）を受
賞。世界で初めて、純粋なイオン液体を⽤いたリチウムイオン電池の完
全作動に成功しました。このイオン液体電池はJAXAのロケットに正式
採⽤されています。さらにＪＳＴや NEDOプロジェクトでは、超軽量の
リチウム硫⻩電池を開発。社会エネルギー安定化や電動航空機⽤途への
期待を受けています。⾼エネルギーかつ⾼安全性を可能とする
電池材料開発を通じ、エネルギーを⾃在に操るサービスを実
現すべく研究開発に取り組んでいます。

低炭素電⼒社会を実現する
⾼性能電気エネルギー貯蔵デバイスに関する研究

電気化学会フェロー
電気化学会キャパシタ技術委員会 元委員⻑ 特別顧問
電気化学会電池技術委員会 幹事
関⻄⼤学 イノベーション創⽣センター⻑
(株)アイ・エレクトロライトCEO
平成24年度⽂部科学⼤⾂表彰 科学技術賞

【知的財産権（代表）】
電解液、リチウム硫⻩⼆次電池及びモジュール
特許番号：第7169604号 他 43件

電⼒⾃由化が
CO２排出量に与える影響に関する研究

新熊 隆嘉 経済学部 教授

秋山 孝正
環境都市工学部 教授

⽇本交通学会理事 都市交通研究所企画委員
⽇本交通政策研究会プロジェクトリーダー
阪神⾼速道路交通技術委員会委員
⼤阪府北摂ブロック福祉有償運送運営協議会会⻑
伊丹市総合交通会議会⻑
都市計画審議会委員（茨⽊市・宝塚市・⾼⼭市）
岐⾩県交通事故防⽌対策委員会顧問 他

都市計画・交通計画の
分野から、カーボンニュ
ートラル社会の実現を⽬

指しています。このため、都市交通解析への⼈⼯知能（深層学習・ファ
ジィ理論・機械学習）の応⽤を⾏っています。深層学習を⽤いた都市⾼
速道路料⾦設定では、脱炭素社会での交通運⽤を検討しています。また
SDGs を踏まえたスマートシティとしての健康都市の創⽣、鉄道沿線の
健康まちづくりを考察します。さらに、都市交通の多様性を踏まえた
MaaS（交通統合）によるカーボンニュートラル社会の実現を
⽬指します。最近では、新型コロナウイルス感染症による⽣活
様式の変化に基づく、今後の都市交通のパラダイムシフト
について考察しています。

カーボンニュートラル社会を⽬指した
都市交通政策に関する研究

脱炭素社会における都
市交通では、道路交通の
脱炭素化と公共交通を中
⼼とした都市交通のあり

⽅を検討する必要があります。交通⼿段の多様化が加速する中で、それ
ぞれの交通⼿段の特徴を⽣かした組み合わせと統合により、過⼤な⾃動
⾞利⽤を回避するための脱炭素社会の展望を⽰すことが可能となります。
超⼩型モビリティの⾛⾏が周辺⾞両に与える影響分析、⾃転⾞・電動

キックボードの⾛⾏環境整備⽅法、道路交通シミュレーションモデル・
交通量配分モデルを⽤いた環境負荷削減量の推計⽅法の開発、
鉄道を⽣かした健康まちづくりの検討、交通安全対策⽴案の
ための無⼈航空機を⽤いた交通流解析に関する研究などを
⾏っています。

井ノ口 弘昭
環境都市工学部 准教授

吹⽥市環境影響評価審査会 委員
豊中市環境保全審査会 委員
守⼝市都市計画審議会 委員
湖南市都市計画審議会 委員
⼤阪府⼤規模⼩売店舗⽴地審議会 委員

脱炭素社会における
都市交通政策に関する研究

アルカリ活性材料を⽤いたコンクリートの
構造利⽤に関する研究

上田 尚史 環境都市工学部 准教授

ることで⾻格を形成します。物質こそ異なりますが、形成機構は同じで
す。前者では、⾻格形成に影響を及ぼす因⼦はかなり解明され、インプ
ラントの設計に活かされています。この再⽣医療の知⾒・技術をサンゴ
増殖に転⽤する研究を進めています。具体的には、サンゴ⽚から⼤量の
ポリプを単離し、基盤に定着させて増殖させる、新たなアプロ
ーチを開発しています。海洋⽣物の光合成や⾻格形成を利⽤し、
⼆酸化炭素の短期・⻑期固定に挑戦しています。

上田 正人
化学生命工学部 教授

ブルーカーボンを利⽤した
⼆酸化炭素の短期・⻑期固定

Hydroxyapatite

Calcium carbonate

Ca10(PO4)6(OH)2

CaCO3

Vertebrates Corals

脊椎動物の⾻では、⾻芽
細胞が産⽣したコラーゲン
にリン酸カルシウムが沈着
し、⾻格を形成します。⼀
⽅、サンゴでは、ポリプと
呼ばれる軟組織中の造⾻細
胞から分泌された有機基質
に炭酸カルシウムが沈着す

岡 照二
商学部 教授

カーボンニュートラル社会に資する
サステナビリティ会計⼿法の開発

境を保全するため、企業の経済活動が⾃然環境に与える影響について、
会計学の視点から総合的研究を⾏っています。特に、社会科学データ及
び⾃然科学データを⽤い、会計的業績評価尺度を中⼼とした社会科学的
⼿法を⽤いて測定・開⽰するフレームワークの構築に注⼒しています。
カーボンニュートラル達成には温室効果ガスの排出量を下げ、吸収量

を上げることが必要です。サステナビリティ会計から視れば、排出量の
削減は社会的費⽤の内部化、吸収量の強化は⾃然資本の評価
と⾔い換えることができ、サステナビリティ会計研究の今後
の発展は、カーボンニュートラル達成に貢献します。

専⾨は会計学。
研究分野はサステナ
ビリティ会計・コス
トマネジメント。

⼤気、⽔、森林、
⼟壌、海洋資源、
動植物を含む⽣物
多様性など⾃然環

現在、2050年カーボン
ニュートラルの実現に向
けて様々な取り組みがな
されています。その⾰新

的な技術の⼀つとしてCCU（Carbon dioxide Capture and Utilization：
⼆酸化炭素回収・利⽤）が挙げられます。当研究室では、⼆酸化炭素の
化学的有効利⽤に関する研究を⾏っています。具体的には、⼆酸化炭素
を酸化剤として利⽤する低級炭化⽔素の酸化的脱⽔素反応⽤触媒や⼆酸
化炭素とグリーン⽔素（製造する際に⼆酸化炭素を発⽣しない⽔素。例
えば、再⽣可能エネルギーで発電した電⼒を使った⽔の電気分
解や光触媒で太陽エネルギーを利⽤して⽔から製造する⽔素）
から低級炭化⽔素を製造するための触媒開発を⾏っています。

池永 直樹
環境都市工学部 教授

（⼀社）⽇本エネルギー学会理事、
（⼀社）近畿化学協会触媒・表⾯部会部会⻑

【知的所有権（代表）】
ブテンの脱⽔素に⽤いるフェライト系触媒
の製造⽅法
特許番号：第6195246号

⼆酸化炭素の⽔素化反応による
低級炭化⽔素製造⽤触媒の開発

再⽣可能エネルギー

⼆酸化炭素(CO2)

発電所など

⽔（H2O） 既存のインフラ活⽤

触媒を利⽤した
⼆酸化炭素の⽔素化反応
（メタン化やF-T合成）

グリーン⽔素
（H2）

石川 正司
化学生命工学部 教授

材料界⾯の積極的制御に
よる蓄電デバイス⾼性能化

の研究で、平成24年度⽂部科学⼤⾂表彰科学技術賞（研究部⾨）を受
賞。世界で初めて、純粋なイオン液体を⽤いたリチウムイオン電池の完
全作動に成功しました。このイオン液体電池はJAXAのロケットに正式
採⽤されています。さらにＪＳＴや NEDOプロジェクトでは、超軽量の
リチウム硫⻩電池を開発。社会エネルギー安定化や電動航空機⽤途への
期待を受けています。⾼エネルギーかつ⾼安全性を可能とする
電池材料開発を通じ、エネルギーを⾃在に操るサービスを実
現すべく研究開発に取り組んでいます。

低炭素電⼒社会を実現する
⾼性能電気エネルギー貯蔵デバイスに関する研究

電気化学会フェロー
電気化学会キャパシタ技術委員会 元委員⻑ 特別顧問
電気化学会電池技術委員会 幹事
関⻄⼤学 イノベーション創⽣センター⻑
(株)アイ・エレクトロライトCEO
平成24年度⽂部科学⼤⾂表彰 科学技術賞

【知的財産権（代表）】
電解液、リチウム硫⻩⼆次電池及びモジュール
特許番号：第7169604号 他 43件

関⻄⼤学のリボーンチャレンジ
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多様な知⾒や技術



関⻄⼤学のリボーンチャレンジ
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万博
プロジェクト
チーム

イノベーション
創⽣センター

KUGAP
プログラム

梅⽥キャンパス
スタートアップ
カフェ

Hack
AcademySDGsパートナー

共創プログラム

カーボン
ニュートラル
研究センター

関⻄⼤学

スタートアップ⽀援

中⼩企業との共同研究

産学官連携
センター

未来の
医療材料

未来の⾷品

⾷品ロス削減

サンゴ礁の
再⽣技術

⼈とＡＩとの
新たな交流

SDGs

カーボン
ニュートラル

⼤学発ベンチャー⽀援

ホログラフィ
数値解析
AR・VR

中⼩企業への技術的⽀援

多様な技術や知⾒

https://www.kansai-u.ac.jp/expo/rc/

関⻄⼤学と⼀緒に
2025年⼤阪・関⻄万博において、
⼤阪ヘルスケアパビリオン内の「展
⽰・出展ゾーン」へ出展する

ベンチャー企業、中⼩企業、スター
トアップ等を募集します

Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜

学外との多様なネットワーク



参加企業と出展企業

参加企業
（15社程度、無料）

出展企業
（10社程度、出展料10万円）

実施主体が
①参加企業を募集
②出展に向けた検討
③出展企業を選定
※出展は１社１回（１週間）のみ ※企業数と費⽤は関⻄⼤学の場合



参加企業と出展企業への⽀援
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2023年6⽉
参加企業
決定

2023年10⽉
出展企業
決定

伴⾛⽀援（共同研究や技術的⽀援など）

2025年4⽉〜10⽉
⼤阪・関⻄万博

万博後も
⽀援可能※出展しない参加企業

へも⽀援可能



・すでに多くの企業から問合せあり。
・募集対象条件を満たさない企業も興味を持ってくれている。

↓
万博への関わり⽅を模索

↓
リボーンチャレンジに
加えて・・・

参加企業と出展企業

参加企業
（15社程度、無料）

出展企業
（10社程度、出展料10万円）

※企業数と費⽤は関⻄⼤学の場合



参加企業、出展企業と関⼤万博パートナー

参加企業
（15社程度、無料）

関⼤万博パートナー
（上限なし、無料）パートナーはどのように

万博に関われるのか︖

出展企業
（10社程度、出展料10万円）

※企業数と費⽤は関⻄⼤学の場合



リボーンチャレンジから関⼤万博Weeksへ
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展⽰期間は１週間
↓

リボーンチャレンジを中⼼に数週間

CN・SDGs活動、研究成果、学⽣企画など
＋

関⻄圏以外の⼤学や企業とも連携

を関⼤キャンパスや仮想空間で実施万博
プロジェクト
チーム

イノベーション
創⽣センター

KUGAP
プログラム

梅⽥キャンパス
スタートアップ
カフェ

Hack
AcademySDGsパートナー

共創プログラム

カーボン
ニュートラル
研究センター

関⻄⼤学

スタートアップ⽀援

中⼩企業との共同研究

産学官連携
センター

未来の
医療材料

未来の⾷品

⾷品ロス削減

サンゴ礁の
再⽣技術

⼈とＡＩとの
新たな交流

SDGs

カーボン
ニュートラル

⼤学発ベンチャー⽀援

ホログラフィ
数値解析
AR・VR

中⼩企業への技術的⽀援

多様な技術や知⾒

学外との多様なネットワーク

関⼤万博Weeks



リボーンチャレンジから関⼤万博Weeksへ
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Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜

関⼤万博Weeks

CN・SDGs活動、研究成果、学⽣企画など
＋

関⻄圏以外の⼤学や企業とも連携

を関⼤キャンパスや仮想空間で実施学⽣の考動⼒

展⽰期間は１週間
↓

リボーンチャレンジを中⼼に数週間



リボーンチャレンジから関⼤万博Weeksへ

16

Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜

CN・SDGs活動、研究成果、学⽣企画など
＋

関⻄圏以外の⼤学や企業とも連携

を関⼤キャンパスや仮想空間で実施

関⼤万博Weeksへのお問合せも
関⼤リボーンチャレンジ
の事務局へご連絡ください
expo@ml.kandai.jp

関⼤万博Weeks

展⽰期間は１週間
↓

リボーンチャレンジを中⼼に数週間



募集要項の⼊⼿⽅法
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リボーンチャレンジ 

【Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜】 
 
 

参加企業 募集要項 
 
 
 
 

募集締切：2023 年 5 ⽉ 31 ⽇（⽔）17 時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2023 年２⽉ 28 ⽇ 

 
 
 

主催：関⻄⼤学 
協⼒：2025 年⽇本国際博覧会⼤阪パビリオン推進委員会 
   中⼩・スタートアップ出展企画推進委員会 

⼤阪ヘルスケアパビリオン 

Nest for Reborn 

リボーンチャレンジ認定事業 



万博のテーマに沿い、万博を通じて未来社会を
共創したい中⼩企業・スタートアップを対象

↑
パビリオンでの展⽰に向けた共同研究や技術的
⽀援、他の参加企業との連携等の⽀援

＋
万博期間中は来場者へのヒアリング等から技術
に関する客観的評価やニーズの調査

＋
万博後はそれらの調査結果も踏まえて、技術の
さらなる発展と実⽤化に向けた共同研究や技術
的⽀援

 1 

Ⅰ．リボーンチャレンジ【Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜】の概要 
１．事業の⽬的 

2025 年⼤阪・関⻄万博において、⼤阪府、⼤阪市がオール⼤阪で出展する⼤阪ヘルスケアパビ
リオンでは、「REBORN（⼈は⽣まれ変われる、新たな⼀歩を踏み出す）」をテーマに掲げ、⼤阪
の強みを⽣かしてわくわくしながら明るい未来を感じられるパビリオンをめざしています。 

この度、パビリオン内に設けられる「展⽰・出展ゾーン」の具体化を図るため、万博への参加
をめざすベンチャー企業、中⼩企業、スタートアップ等（以下、「中⼩企業・スタートアップ」と
いう。）の⽀援事業企画（以下、「リボーンチャレンジ」という。）として、関⻄⼤学ではリボーン
チャレンジ【Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜】を実施し、中⼩企業・スタートア
ップの万博参加に向け取り組みます。 

関⻄⼤学は 137 年の歴史と 49 万⼈の校友（卒業⽣）を有する⼤阪に根差した総合⼤学であり、
13 学部・15 研究科の教職員と学⽣が⼤阪の様々な分野の中⼩企業と共同研究を⾏ってきました。
近年は関⻄⼤学で開発した新技術を活⽤したスタートアップも増えています。このような関⻄⼤
学が有する⼤阪の中⼩企業・スタートアップとのネットワークを活かして、⼤阪パビリオンでの
展⽰に向けて企業との連携を強化し、万博を通して各企業の成果を全世界に広く発信します。さ
らに万博を契機として、その後のさらなる技術の発展と実⽤化を図ることをめざすものです。 
 
２．主催 

主催：関⻄⼤学 
協⼒：2025 年⽇本国際博覧会⼤阪パビリオン推進委員会 
   中⼩・スタートアップ出展企画推進委員会 

 
３．⽀援内容 

関⻄⼤学では、⼤阪の様々な分野の企業に対して、共同研究や技術的⽀援を⾏ってきており、
これからも⼀層取り組んでいきます。そうしたなかで、万博のテーマに沿い、万博を通じて未来
社会を共創したい中⼩企業・スタートアップを対象として、パビリオンでの展⽰に向けた共同研
究や技術的⽀援、他の参加企業との連携等の⽀援を実施します。また、万博期間中は来場者への
ヒアリング等から技術に関する客観的評価やニーズの調査を⾏い、万博後はそれらの調査結果も
踏まえて、技術のさらなる発展と実⽤化に向けた共同研究や技術的⽀援を実施します。 
 
４．スケジュール 

2023 年 2⽉ 28⽇（⽕） 参加企業の募集開始 
2023 年 3⽉ 8⽇（⽔） 参加企業の募集説明会 
2023 年 5⽉ 31 ⽇（⽔） 参加企業の募集締切 
2023 年 6 ⽉ 14 ⽇（⽔） 参加企業の選定結果通知 
2023 年 10⽉ 31 ⽇（⽕） 出展企業の選定結果発表 ※参加企業の中から選定します。 

 
 

募集要項︓⽀援内容
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2023年2⽉28⽇（⽕）

2023年3⽉8⽇（⽔）

2023年5⽉31⽇（⽔）

2023年6⽉14⽇（⽔）

2023年10⽉31⽇（⽕）
 1 

Ⅰ．リボーンチャレンジ【Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜】の概要 
１．事業の⽬的 

2025 年⼤阪・関⻄万博において、⼤阪府、⼤阪市がオール⼤阪で出展する⼤阪ヘルスケアパビ
リオンでは、「REBORN（⼈は⽣まれ変われる、新たな⼀歩を踏み出す）」をテーマに掲げ、⼤阪
の強みを⽣かしてわくわくしながら明るい未来を感じられるパビリオンをめざしています。 

この度、パビリオン内に設けられる「展⽰・出展ゾーン」の具体化を図るため、万博への参加
をめざすベンチャー企業、中⼩企業、スタートアップ等（以下、「中⼩企業・スタートアップ」と
いう。）の⽀援事業企画（以下、「リボーンチャレンジ」という。）として、関⻄⼤学ではリボーン
チャレンジ【Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜】を実施し、中⼩企業・スタートア
ップの万博参加に向け取り組みます。 

関⻄⼤学は 137 年の歴史と 49 万⼈の校友（卒業⽣）を有する⼤阪に根差した総合⼤学であり、
13 学部・15 研究科の教職員と学⽣が⼤阪の様々な分野の中⼩企業と共同研究を⾏ってきました。
近年は関⻄⼤学で開発した新技術を活⽤したスタートアップも増えています。このような関⻄⼤
学が有する⼤阪の中⼩企業・スタートアップとのネットワークを活かして、⼤阪パビリオンでの
展⽰に向けて企業との連携を強化し、万博を通して各企業の成果を全世界に広く発信します。さ
らに万博を契機として、その後のさらなる技術の発展と実⽤化を図ることをめざすものです。 
 
２．主催 

主催：関⻄⼤学 
協⼒：2025 年⽇本国際博覧会⼤阪パビリオン推進委員会 
   中⼩・スタートアップ出展企画推進委員会 

 
３．⽀援内容 

関⻄⼤学では、⼤阪の様々な分野の企業に対して、共同研究や技術的⽀援を⾏ってきており、
これからも⼀層取り組んでいきます。そうしたなかで、万博のテーマに沿い、万博を通じて未来
社会を共創したい中⼩企業・スタートアップを対象として、パビリオンでの展⽰に向けた共同研
究や技術的⽀援、他の参加企業との連携等の⽀援を実施します。また、万博期間中は来場者への
ヒアリング等から技術に関する客観的評価やニーズの調査を⾏い、万博後はそれらの調査結果も
踏まえて、技術のさらなる発展と実⽤化に向けた共同研究や技術的⽀援を実施します。 
 
４．スケジュール 

2023 年 2⽉ 28⽇（⽕） 参加企業の募集開始 
2023 年 3⽉ 8⽇（⽔） 参加企業の募集説明会 
2023 年 5⽉ 31 ⽇（⽔） 参加企業の募集締切 
2023 年 6 ⽉ 14 ⽇（⽔） 参加企業の選定結果通知 
2023 年 10⽉ 31 ⽇（⽕） 出展企業の選定結果発表 ※参加企業の中から選定します。 

 
 

募集要項︓スケジュール
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↑

参加企業の中から選定

参加企業の募集開始

参加企業の募集説明会

参加企業の募集締切

参加企業の選定結果通知

出展企業の選定結果発表

↑
展⽰可能性よりアイデア重視

他の連携も可能
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Ⅱ．参加企業の募集 
１．募集対象者 

リボーンチャレンジの募集対象者は、以下の(1)〜(7)をすべて満たす企業・団体です。 
(1) 中⼩企業基本法第 2条第 1項に規定のある、資本⾦、従業員のいずれかが、下表の要件を
満たす中⼩企業・スタートアップ 

業種 資本⾦ 常時使⽤する
従業員数 

製造業、建設業、運輸業、以下に掲げる以外の業種 3億円以下 300 ⼈以下 

卸売業 1億円以下 100 ⼈以下 

サービス業 5,000 万円以下 100 ⼈以下 

⼩売業（飲⾷業を含む。） 5,000 万円以下 50 ⼈以下 
※ただし、設⽴されてからの年数は問いません。 

(2) 関⻄⼤学との共同研究や関⻄⼤学からの技術的⽀援を通じて、例えば、⼤阪が持つ多様性
を世界に発信できる、SDGs 推進やカーボンニュートラルをめざす、⼈類共通の課題解決
をめざす、万博の閉幕後にさらなる技術の発展と実⽤化を図ることが期待できる企業・団
体であること。 

(3) 宗教活動や政治活動を⽬的としていないこと。 
(4) 消費税及び地⽅消費税を完納していること。 
(5) ⼤阪府⼊札参加停⽌要綱に基づく⼊札参加停⽌措置を受けている者⼜は同要綱別表各号に

掲げる措置要件に該当する者でないこと。 
(6) ⼤阪府公共⼯事等に関する暴⼒団排除措置要綱に基づく⼊札参加除外措置を受けている者
⼜は同要綱別表各号に掲げる措置要件に該当する者でないこと。 

(7) ⾵俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律第２条第１項に規定する⾵俗営業⼜は
同条第５項に規定する性⾵俗関連特殊営業を府内において営んでいない者。 

※上記(1)で構成する複数の企業がグループで参加することも可能です。 
※応募者が上記条件を満たさないことが事後的に発覚した場合、遡及的に参加はなかったもの

として扱います。 
 
２．参加料 
 無料 
 
３．参加企業数 
 15社程度 
 ※参加企業が少ない場合や分野が偏る場合、別途追加募集することがあります。 
 
４．募集⽅法 
(1) 募集期間 

2023 年 2⽉ 28⽇（⽕）〜同年 5⽉ 31 ⽇（⽔）17時 

主な募集対象条件

・中⼩企業・スタートアップ
（資本⾦、従業員数）

↑
他の連携も可能なので、まずは相談ください。

・関⻄⼤学との共同研究や関⻄⼤学からの技術
的⽀援を通じて、例えば、⼤阪が持つ多様性
を世界に発信できる、SDGs推進やカーボン
ニュートラルをめざす、⼈類共通の課題解決
をめざす、万博の閉幕後にさらなる技術の発
展と実⽤化を図ることが期待できる企業・団
体であること。

※出展企業は⼤阪府内に拠点があることが必要

募集要項︓募集対象者
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 3 

(2) 応募⽅法 

リボーンチャレンジ【Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜】のホームページ

（https://www.kansai-u.ac.jp/expo/rc/）から以下の応募書類をダウンロードしてください。 

① 応募申請書（様式１） 

② 応募条件に関する誓約書（様式２） 

応募書類に必要事項を⼊⼒して PDFファイル形式で保存し、上記のホームページから提出

してください。 

(3) 費⽤の負担 

応募に要する経費は、全て応募者の負担とします。 

(4) 提出書類の返却 

提出書類は理由の如何を問わず、返却しません。 

(5) 参加企業の選定⽅法 

関⻄⼤学内に設置された「⼤阪・関⻄万博に向けた協⼒・推進プロジェクトチーム」（以下、

「関⼤・万博推進プロジェクトチーム」という。）が提出書類や⾯談等を通じて総合的に審
査します。 

(6) 参加企業選定結果の通知 

2023 年 6 ⽉ 14 ⽇（⽔）に応募企業の担当者宛てに電⼦メール等で通知します。 

 

５．募集説明会 

以下のとおり募集説明会を開催します。 

(1) ⽇時：2023 年 3⽉ 8⽇（⽔）10時〜11時 

(2) 場所：関⻄⼤学梅⽥キャンパス（〒530-0014 ⼤阪府⼤阪市北区鶴野町 1番 5号） 

※会場参加もしくはオンライン（Zoom）参加を選択いただけます。 

(3) 定員：会場参加 50名／オンライン参加 100名 

※会場参加の場合は、１社 3名まで（先着順）とします。 

※オンライン参加の場合は、原則先着順とします。 

(4) 参加費：無料 

(5) 申し込み：リボーンチャレンジ【Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜】のホー

ムページ（https://www.kansai-u.ac.jp/expo/rc）から申し込みください。 

※オンライン参加者は、説明会申込時に案内する Zoom の IDでご出席ください。 

※応募にあたって説明会出席は必須ではありません。また、審査にあたって説明会出席の

有無が考慮されることはありません。 

(6) 申込期限：2023 年 3⽉ 6⽇（⽉）17時 

 

Ⅲ．⼤阪ヘルスケアパビリオン「展⽰・出展ゾーン」出展企業の選定 

１．選定⽅針 

リボーンチャレンジ【Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜】は、⼤阪ヘルスケアパ

ビリオン「展⽰・出展ゾーン」への出展をめざす中⼩企業・スタートアップを⽀援するリボーン

募集要項︓応募⽅法
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様式１ 
年  ⽉  ⽇ 

 
リボーンチャレンジ【Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜】参加企業募集 

 
応 募 申 請 書 

 
※以下の各欄の⾏数は変更して構いませんが、全体で４枚以内にまとめてください。 
 
１．応募者 

企業名  
代表者役職・⽒名  

所 在 地 

（本社所在地） 
〒 
 
 
（⼤阪府内の活動拠点所在地）※本社所在地と同じ場合は記載不要です。 
〒 
 
 

ホームページ URL  
資本⾦・従業員数                円              ⼈ 

担 当 者 

部署・役職  
⽒名（ふりがな）  

電 話  
メールアドレス  

所在地 
〒 
 

共同応募者 
※共同応募者がいる場合はその企業名を記載してください。 
 
 

 
２．出展をめざす製品や技術などの名称 

 
 
 

 
 
 
 

募集要項︓応募申請書（様式１）
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・各欄の⾏数は変更可
・全体で４枚以内



３．出展をめざす製品や技術などの概要  ※図表等を記載していただいても結構です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４．関⻄⼤学との連携（関⻄⼤学との共同研究や関⻄⼤学からの技術的⽀援など） 

※既に連携している場合は、連携している教員名とその内容を記載してください。 
※今後の連携を希望する場合は、その内容を記載してください。また、連携したい学部や教員、専⾨分野などがあ

れば記載してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

募集要項︓応募申請書（様式１）

24

出展をめざす製品や技術のなどの概要
※図表等を記載可

関⻄⼤学との連携
（関⻄⼤学との共同研究や
関⻄⼤学からの技術的⽀援など）
※既に連携している場合は教員名とその内容
※今後の連携を希望する場合はその内容など



様式２ 
 

応募条件に関する誓約書 
 

当社(私)は、リボーンチャレンジ【Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜】参加企業
募集要項に係る応募に際し、下記事項について誓約します。（下記の□にチェックしてください。） 

 
□ 「リボーンチャレンジ【Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜】参加企業募集

要項」に規定する参加応募条件をすべて満たしています。 
 

□ 参加応募条件を満たしていないことが判明し失格となっても、異議を申し⽴てません。 
 

 
関⻄⼤学 御中 
 

年  ⽉  ⽇ 
・所 在 地  
・商号⼜は名称 

・代表者役職・⽒名（記名）   

 
（グループで参加する場合は、代表企業が提出すること。） 

募集要項︓応募条件に関する誓約書（様式２）
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様式２ 
 

応募条件に関する誓約書 
 

当社(私)は、リボーンチャレンジ【Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜】参加企業
募集要項に係る応募に際し、下記事項について誓約します。（下記の□にチェックしてください。） 

 
□ 「リボーンチャレンジ【Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜】参加企業募集

要項」に規定する参加応募条件をすべて満たしています。 
 

□ 参加応募条件を満たしていないことが判明し失格となっても、異議を申し⽴てません。 
 

 
関⻄⼤学 御中 
 

年  ⽉  ⽇ 
・所 在 地  
・商号⼜は名称 

・代表者役職・⽒名（記名）   

 
（グループで参加する場合は、代表企業が提出すること。） 

募集要項︓応募書類の申請
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様式１ 
年  ⽉  ⽇ 

 
リボーンチャレンジ【Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜】参加企業募集 

 
応 募 申 請 書 

 
※以下の各欄の⾏数は変更して構いませんが、全体で４枚以内にまとめてください。 
 
１．応募者 

企業名  
代表者役職・⽒名  

所 在 地 

（本社所在地） 
〒 
 
 
（⼤阪府内の活動拠点所在地）※本社所在地と同じ場合は記載不要です。 
〒 
 
 

ホームページ URL  
資本⾦・従業員数                円              ⼈ 

担 当 者 

部署・役職  
⽒名（ふりがな）  

電 話  
メールアドレス  

所在地 
〒 
 

共同応募者 
※共同応募者がいる場合はその企業名を記載してください。 
 
 

 
２．出展をめざす製品や技術などの名称 

 
 
 

 
 
 
 

PDFファイル



関⻄⼤学内に設置された「⼤阪・関⻄万博
に向けた協⼒・推進プロジェクトチーム」
が提出書類や⾯談等を通じて総合的に審査

募集要項︓選定⽅法
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(2) 応募⽅法 

リボーンチャレンジ【Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜】のホームページ

（https://www.kansai-u.ac.jp/expo/rc/）から以下の応募書類をダウンロードしてください。 

① 応募申請書（様式１） 

② 応募条件に関する誓約書（様式２） 

応募書類に必要事項を⼊⼒して PDFファイル形式で保存し、上記のホームページから提出

してください。 

(3) 費⽤の負担 

応募に要する経費は、全て応募者の負担とします。 

(4) 提出書類の返却 

提出書類は理由の如何を問わず、返却しません。 

(5) 参加企業の選定⽅法 

関⻄⼤学内に設置された「⼤阪・関⻄万博に向けた協⼒・推進プロジェクトチーム」（以下、

「関⼤・万博推進プロジェクトチーム」という。）が提出書類や⾯談等を通じて総合的に審
査します。 

(6) 参加企業選定結果の通知 

2023 年 6 ⽉ 14 ⽇（⽔）に応募企業の担当者宛てに電⼦メール等で通知します。 

 

５．募集説明会 

以下のとおり募集説明会を開催します。 

(1) ⽇時：2023 年 3⽉ 8⽇（⽔）10時〜11時 

(2) 場所：関⻄⼤学梅⽥キャンパス（〒530-0014 ⼤阪府⼤阪市北区鶴野町 1番 5号） 

※会場参加もしくはオンライン（Zoom）参加を選択いただけます。 

(3) 定員：会場参加 50名／オンライン参加 100名 

※会場参加の場合は、１社 3名まで（先着順）とします。 

※オンライン参加の場合は、原則先着順とします。 

(4) 参加費：無料 

(5) 申し込み：リボーンチャレンジ【Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜】のホー

ムページ（https://www.kansai-u.ac.jp/expo/rc）から申し込みください。 

※オンライン参加者は、説明会申込時に案内する Zoom の IDでご出席ください。 

※応募にあたって説明会出席は必須ではありません。また、審査にあたって説明会出席の

有無が考慮されることはありません。 

(6) 申込期限：2023 年 3⽉ 6⽇（⽉）17時 

 

Ⅲ．⼤阪ヘルスケアパビリオン「展⽰・出展ゾーン」出展企業の選定 

１．選定⽅針 

リボーンチャレンジ【Academia × REBORN 〜学理と実際との調和〜】は、⼤阪ヘルスケアパ

ビリオン「展⽰・出展ゾーン」への出展をめざす中⼩企業・スタートアップを⽀援するリボーン

↑
他の連携⽅法に
ついても相談可

↑
出展可能性より
アイデア重視
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Ⅳ．その他 
(1) 「展⽰・出展ゾーン」出展企業は、2025 年⽇本国際博覧会⼤阪パビリオン推進委員会が運
営するホームページをはじめとした「展⽰・出展ゾーン」に関する広報物等の作成に協⼒
いただきます。 

(2) 当要項に記載する、リボーンチャレンジ出展企業に負担いただく費⽤については、関⻄⼤
学が取りまとめのうえ、リボーンチャレンジへの出展に向けての企画・調整等の経費に活
⽤いたします。 

(3) 当事業参加者の各種情報は、当事業協⼒団体や当事業の実施にあたり協⼒を受ける他の⽀
援機関等と共有させていただきます。 

 
Ⅴ．問い合わせ先 

関⻄⼤学 ⼤阪・関⻄万博推進プロジェクト事務局（学⻑室内） 
担当者：植⽥・藪⽥・中川 
〒564-8680 ⼤阪府吹⽥市⼭⼿町 3丁⽬ 3番 35号 
電話 06-6368-1416 
E-mail expo@ml.kandai.jp 

関⻄⼤学 ⼤阪・関⻄万博推進プロジェクト事務局
（学⻑室内）
担当者︓植⽥・藪⽥・中川

〒564-8680
⼤阪府吹⽥市⼭⼿町3丁⽬3番35号

電話 06-6368-1416

E-mail expo@ml.kandai.jp

募集要項︓問い合わせ先
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関⼤万博Weeks の問合せもこちらへ


